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(57)【要約】
　有機エレクトロルミネッセンス表示基板及びその製造
方法、表示パネル、並びに表示装置。該有機エレクトロ
ルミネッセンス表示基板（１０）は画素アレイ（１００
）と光取り出し層（２００）を含む。画素アレイ（１０
０）は複数の画素（１１０）を含み、各画素（１１０）
は第１色光を発光する第１サブ画素（１２０）を含み、
各第１サブ画素（１２０）は有機エレクトロルミネッセ
ンス素子（１５０）を含む。画素アレイ（１００）に被
覆される光取り出し層（２００）は、並列設置され、光
学特性が互いに異なる複数の第１光取り出し層ユニット
（２１１）と複数の第２光取り出し層ユニット（２１２
）を少なくとも含む。各第１サブ画素（１２０）のカソ
ード発光側は少なくとも１つの第１光取り出し層ユニッ
ト（２１１）及び少なくとも１つの第２光取り出し層ユ
ニット（２１２）により被覆され、又は隣接する２つの
第１サブ画素（１２０）のカソード発光側はそれぞれ少
なくとも１つの第１光取り出し層ユニット（２１１）及
び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニット（２１２
）により被覆される。光学特性が互いに異なる少なくと
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイ状に配列した複数の画素を含み、前記画素の各々が第１色光を発光する第１サブ
画素を含み、前記第１サブ画素の各々が有機エレクトロルミネッセンス素子を含む画素ア
レイと、
　前記画素アレイに被覆され、複数の第１光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出
し層ユニットを少なくとも含む光取り出し層であって、前記第１光取り出し層ユニット及
び前記第２光取り出し層ユニットは光学特性が互いに異なる光取り出し層と、を含み、
　隣接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項２】
　前記第１サブ画素の各々のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取り出し層ユ
ニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆され、又は隣接す
る２つの前記第１サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの前記第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項３】
　前記第１光取り出し層ユニット及び前記第２光取り出し層ユニットは異なる厚さ又は異
なる屈折率を有する、請求項１に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項４】
　前記第１光取り出し層ユニット及び前記第２光取り出し層ユニットは第１ユニット層を
含み、前記第２光取り出し層ユニットは、前記第１ユニット層に被覆される第２ユニット
層をさらに含む、請求項３に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項５】
　前記画素アレイの各々は第２色光を発光する第２サブ画素及び第３色光を発光する第３
サブ画素をさらに含み、前記第２サブ画素の各々及び前記第３サブ画素の各々は有機エレ
クトロルミネッセンス素子を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の有機エレクト
ロルミネッセンス表示基板。
【請求項６】
　前記第２サブ画素の各々は少なくとも１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なく
とも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆され、前記第３サブ画素の各々は少
なくとも１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し
層ユニットにより被覆され、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素及び前記第３サブ画素
のうちいずれか２つの隣接するサブ画素のカソード発光側の少なくとも一部は同一の前記
第１光取り出し層ユニット又は同一の前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項５に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項７】
　並列設置された、複数の第３光取り出し層ユニット及び複数の第４光取り出し層ユニッ
トをさらに含み、前記第３光取り出し層ユニット及び第４光取り出し層ユニットは光学特
性が互いに異なり、
　前記第２サブ画素の各々のカソード発光側は少なくとも１つの前記第３光取り出し層ユ
ニット及び少なくとも１つの前記第４光取り出し層ユニットにより被覆され、又は隣接す
る２つの前記第２サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの前記第３光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第４光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項５に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項８】
　並列設置された、複数の第５光取り出し層ユニット及び複数の第６光取り出し層ユニッ
トをさらに含み、前記第５光取り出し層ユニット及び第６光取り出し層ユニットは光学特
性が互いに異なり、
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　前記第３サブ画素の各々のカソード発光側は少なくとも１つの前記第５光取り出し層ユ
ニット及び少なくとも１つの前記第６光取り出し層ユニットにより被覆され、又は隣接す
る２つの前記第３サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの前記第５光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第６光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項７に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項９】
　前記第１光取り出し層ユニット、前記第３光取り出し層ユニット及び前記第５光取り出
し層ユニットの光学特性は同じであり、前記第２光取り出し層ユニット、前記第４光取り
出し層ユニット及び前記第６光取り出し層ユニットの光学特性は同じである、請求項８に
記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項１０】
　隣接する２つの前記画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの前記第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項１から４のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項１１】
　前記有機エレクトロルミネッセンス素子はトップエミッション型又は両面発光型である
、請求項１から１０のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板。
【請求項１２】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板を含
む表示パネル。
【請求項１３】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板又は
請求項１２に記載の表示パネルを含む表示装置。
【請求項１４】
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製
造方法であって、
　アレイ状に配列した複数の画素を含み、前記画素の各々は第１色光を発光する第１サブ
画素を含み、前記第１サブ画素の各々は有機エレクトロルミネッセンス素子を含む画素ア
レイを形成するステップと、
　前記画素アレイに被覆され、複数の第１光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出
し層ユニットを少なくとも含む光取り出し層であって、前記第１光取り出し層ユニット及
び前記第２光取り出し層ユニットは光学特性が互いに異なる光取り出し層を形成するステ
ップと、を含み、
　隣接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方法。
【請求項１５】
　前記第１サブ画素の各々のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取り出し層ユ
ニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆され、又は隣接す
る２つの前記第１サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの前記第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項１４に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方法。
【請求項１６】
　前記第１光取り出し層ユニット及び前記第２光取り出し層ユニットは異なる厚さ又は異
なる屈折率を有する、請求項１４又は１５に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基
板の製造方法。
【請求項１７】
　前記第１光取り出し層ユニット及び前記第２光取り出し層ユニットは第１ユニット層を
含み、前記第２光取り出し層ユニットは、前記第１ユニット層に被覆される第２ユニット
層をさらに含む、請求項１４又は１５に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の
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製造方法。
【請求項１８】
　前記画素アレイは第２色光を発光する第２サブ画素及び第３色光を発光する第３サブ画
素をさらに含み、前記第２サブ画素及び各前記第３サブ画素は有機エレクトロルミネッセ
ンス素子を含む、請求項１４から１７のいずれか一項に記載の有機エレクトロルミネッセ
ンス表示基板の製造方法。
【請求項１９】
　前記第２サブ画素の各々は少なくとも１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なく
とも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆され、前記第３サブ画素の各々は少
なくとも１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し
層ユニットにより被覆され、前記第１サブ画素、前記第２サブ画素及び前記第３サブ画素
のうちいずれか２つの隣接するサブ画素のカソード発光側の少なくとも一部は同一の前記
第１光取り出し層ユニット又は同一の前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される、
請求項１８に記載の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の実施例は有機エレクトロルミネッセンス表示基板、表示パネル、表示装置及び
有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自己発光、低電力消耗、高速応答、湾曲可能、高コントラスト、広視野角、超薄性及び
低コスト等の利点を有するので、有機エレクトロルミネッセンスデバイスは人々に歓迎さ
れている。有機エレクトロルミネッセンスデバイスは、アノード、カソード及びそれらの
間に設置された有機発光層を含み、アノードがベース基板に近い側に設置されてもよく、
カソードがベース基板から離れる側に設置される。
【０００３】
　光出射方向に応じて、有機エレクトロルミネッセンス素子は、ボトムエミッション型有
機エレクトロルミネッセンス素子、トップエミッション型有機エレクトロルミネッセンス
素子及び両面発光型エレクトロルミネッセンス素子に分けられる。ボトムエミッション型
有機エレクトロルミネッセンス素子とは、光がベース基板の一側（すなわちアノード発光
側）から出射する有機エレクトロルミネッセンス素子を指し、トップエミッション型有機
エレクトロルミネッセンス素子とは、光が素子のトップ（すなわちカソード発光側）から
出射する有機エレクトロルミネッセンス素子を指し、両面発光型有機エレクトロルミネッ
センス素子とは、光が同時にベース基板の一側及び素子のトップ（すなわちアノード発光
側及びカソード発光側）から出射する有機エレクトロルミネッセンス素子を指す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　有機発光材料の蛍光スペクトルが広いため、有機エレクトロルミネッセンス素子に光学
的マイクロキャビティを導入して、マイクロキャビティ効果によって発光スペクトルの半
値全幅（ＦＷＨＭ）の狭窄化を実現する必要がある。光学的マイクロキャビティの波長に
対する強選択作用のため、マイクロキャビティ型有機エレクトロルミネッセンス素子の発
光の輝度及び色座標が視野角の変化に伴って変化し、更に表示効果に影響を与える。従っ
て、有機エレクトロルミネッセンス素子の輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の向
上は表示分野の急務である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の一実施例は、画素アレイ及び光取り出し層を含む有機エレクトロルミネッセン
ス表示基板を提供する。画素アレイはアレイ状に配列した複数の画素を含み、前記画素の
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各々は第１色光を発光する第１サブ画素を含み、前記第１サブ画素の各々は有機エレクト
ロルミネッセンス素子を含む。前記画素アレイに被覆される光取り出し層は、複数の第１
光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出し層ユニットを少なくとも含み、前記第１
光取り出し層ユニット及び前記第２光取り出し層ユニットは光学特性が互いに異なる。隣
接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取り出し
層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される。
【０００６】
　本開示の別の実施例は、上記の有機エレクトロルミネッセンス表示基板を含む表示パネ
ルを提供する。
【０００７】
　本開示の別の実施例は、上記の表示基板又は表示パネルを含む表示装置を提供する。
【０００８】
　本開示のさらに別の実施例は、画素アレイの形成及び光取り出し層の形成を含む有機エ
レクトロルミネッセンス表示基板の製造方法を提供する。画素アレイはアレイ状に配列し
た複数の画素を含み、前記画素の各々は第１色光を発光する第１サブ画素を含み、前記第
１サブ画素の各々は有機エレクトロルミネッセンス素子を含む。前記画素アレイに被覆さ
れる光取り出し層は、複数の第１光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出し層ユニ
ットを少なくとも含み、前記第１光取り出し層ユニット及び第２光取り出し層ユニットは
前記光学特性が互いに異なる。隣接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少な
くとも１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層
ユニットにより被覆される。
【０００９】
　本開示の実施例の技術案をより明瞭に説明するために、以下では実施例又は関連技術の
説明に記載の図面を簡単に説明し、勿論、下記図面は本開示の一部の実施例に関するもの
に過ぎず、本開示を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１（ａ）】図１（ａ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の一構造の断面模式図である。
【図１（ｂ）】図１（ｂ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の別の構造の断面模式図である。
【図１（ｃ）】図１（ｃ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示
基板のさらに別の構造の断面模式図である。
【図２（ａ）】図２（ａ）は光取り出し層ユニットの異なる屈折率が有機エレクトロルミ
ネッセンス素子の視野角に伴う輝度の変化特性に対する影響のランベルト図である。
【図２（ｂ）】図２（ｂ）は光取り出し層ユニットの異なる厚さが有機エレクトロルミネ
ッセンス素子の視野角に伴う輝度の変化特性に対する影響のランベルト図である。
【図３】図３は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板のさらに
別の構造の断面模式図である。
【図４】図４は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板のさらに
別の構造の断面模式図である。
【図５】図５は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板のさらに
別の構造の断面模式図である。
【図６】図６は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の一
構造の断面模式図である。
【図７】図７は人間の目の最小分解能距離を計算する原理図である。
【図８】図８は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板の別
の構造の断面模式図である。
【図９】図９は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板のさ
らに別の構造の断面模式図である。
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【図１０】図１０は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板
のさらに別の構造の断面模式図である。
【図１１】図１１は本開示の別の実施例に係る表示装置の模式図である。
【図１２】図１２は本開示のさらに別の実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の製造方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照しながら、本開示の実施例の技術案を明確且つ完全に説明する。図面
に示されて以下に詳述される非限定的な例示的実施例を参照して、本開示の例示的な実施
例とそれらの複数の特徴及び有利な細部をより完全に説明する。なお、図面に示された特
徴は必ずしも一定の縮尺ではない。本開示の例示的な実施例を曖昧にしないように、本開
示は既知材料、コンポーネント及びプロセス技術の説明を省いている。与えられる例は、
本開示の例示的な実施例の実施を理解しやすく、及び当業者が例示的な実施例を実施でき
ることのみを目的とする。したがって、これらの例は本開示の実施例の範囲を制限するも
のであると理解されるべきではない。
【００１２】
　特に定義しない限り、本開示で使用される技術用語又は科学用語は、当業者が理解でき
る一般的な意味を有する。本開示に記載の「第１」、「第２」及び類似する用語は、順序
、数量又は重要性を示すものではなく、異なる構成要素を区別するためのものにすぎない
。また、本開示の各実施例では、同一又は類似符号は同一又は類似部材を示す。
【００１３】
　本開示の実施例は、有機エレクトロルミネッセンス表示基板、表示パネル、表示装置及
び有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方法を提供し、該有機エレクトロルミネ
ッセンス表示基板は、光学特性が互いに異なる少なくとも２種の光取り出しユニットを設
置することによって、デバイスの輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の改善を実現
する。
【００１４】
　本開示の少なくとも１つの実施例は、画素アレイと光取り出し層を含む有機エレクトロ
ルミネッセンス表示基板を提供する。画素アレイはアレイ状に配列した複数の画素を含み
、各画素は第１色光を発光する第１サブ画素を含み、各第１サブ画素は有機エレクトロル
ミネッセンス素子を含み、画素アレイに被覆される光取り出し層は、例えば並列設置され
た、複数の第１光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出し層ユニットを少なくとも
含み、第１光取り出し層ユニット及び第２光取り出し層ユニットは光学特性が互いに異な
り、隣接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの前記第１光取
り出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニットにより被覆される
。例えば、各第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの第１光取り出し層ユニッ
ト及び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニットにより被覆され、又は隣接する２つの
第１サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの第１光取り出し層ユニット及
び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニットにより被覆される。
【００１５】
　例えば、本開示の実施例では、隣接する２つの第１サブ画素は、上記隣接する２つの第
１サブ画素の間に他の第１サブ画素を含まないことを示し、上記隣接する２つの第１サブ
画素が物理的に接触することを限定せず、上記隣接する２つの第１サブ画素の間に第１サ
ブ画素以外のサブ画素を設置できないことも限定しない。例えば、各画素が第１サブ画素
のみを含む場合、隣接する２つの第１サブ画素の間に第１サブ画素を含むいずれかのサブ
画素を有しなくてもよく、また例えば、各画素が第１サブ画素、第２サブ画素及び第３サ
ブ画素を含む場合、隣接する２つの第１サブ画素の間に第２サブ画素及び／又は第３サブ
画素が設置されてもよい。
【００１６】
　有機エレクトロルミネッセンス素子のカソード発光側に光取り出し層ユニットが被覆さ
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れた場合、カソード電極付近の表面プラズモンポラリトン（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍ
ａ　ｐｏｌａｒｉｔｏｎ）の数が減少し、それで、光のカソード電極付近のエネルギー消
耗を減少させ、カソード電極の有効な透過率を増加させる。厚さ及び／又は屈折率が異な
る光取り出し層ユニットによって、カソード電極が異なる有効な透過率及び反射率を有し
、それで有機エレクトロルミネッセンス素子の視野角に伴う輝度及び色座標（色度）の変
化特性に対する変化も異なる。少なくとも２種の光取り出し層ユニットを導入し、該少な
くとも２種の光取り出し層ユニットが発光輝度及び色座標に対する平均効果を利用するこ
とによって、有機エレクトロルミネッセンス素子及び有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の輝度視野角及び／又は色度視野角特性の改善を実現することができる。
【００１７】
　例えば、図１（ａ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板
１０の一構造の断面模式図である。図１（ａ）に示すように、該有機エレクトロルミネッ
センス表示基板１０は画素アレイ１００及び光取り出し層２００を含む。画素アレイ１０
０はアレイ（１次元又は２次元アレイ）状に配列した複数の画素１１０を含み、各画素１
１０は第１色光を発光する第１サブ画素１２０を含み、各第１サブ画素１２０は有機エレ
クトロルミネッセンス素子１５０を含み、該有機エレクトロルミネッセンス素子１５０は
トップエミッション型有機エレクトロルミネッセンス素子又は両面発光型有機エレクトロ
ルミネッセンス素子であってもよい。例えば、画素１１０は第１色光を発光する第１サブ
画素１２０のみを含んでもよく、また例えば、実際の応用需要に応じて、画素１１０は第
２色光を発光する第２サブ画素１３０と第３色光を発光する第３サブ画素１４０とを含ん
でもよく、各第２サブ画素１３０及び各第３サブ画素１４０は有機エレクトロルミネッセ
ンス素子１５０を含み、本開示はこれを具体的に限定しない。例えば、光取り出し層２０
０は画素アレイ１００に被覆されてもよく、並列設置された複数の第１光取り出し層ユニ
ット２１１及び複数の第２光取り出し層ユニット２１２を含んでもよく、例えば、第１光
取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２は同じ厚さを有するが、
異なる屈折率を有するようにしてもよい。各第１サブ画素１２０のカソード発光側は１つ
の第１光取り出し層ユニット２１１及び１つの第２光取り出し層ユニット２１２により被
覆される。
【００１８】
　図１（ｂ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の別
の構造の断面模式図である。図１（ｂ）に示すように、該有機エレクトロルミネッセンス
表示基板１０と図１（ａ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相
違点は、第１光取り出し層ユニット２１１と第２光取り出し層ユニット２１２が異なる厚
さを有することである。第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット
２１２は同じ材料で製造できるので、図１（ｂ）に示される光取り出し層２００の製造プ
ロセスは図１（ａ）に示された光取り出し層２００の製造プロセスより簡単である。
【００１９】
　図１（ｃ）は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０のさ
らに別の構造の断面模式図である。図１（ｃ）に示すように、該有機エレクトロルミネッ
センス表示基板１０の第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２
１２は異なる厚さ及び被覆面積を有してもよい。該有機エレクトロルミネッセンス表示基
板１０と図１（ｂ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相違点は
、光取り出し層の形成方式が異なることであり、図１（ｃ）に示される第１光取り出し層
ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２は第１ユニット層２４１を含み、第
２光取り出し層ユニット２１２は、第１ユニット層２４１に被覆される第２ユニット層２
４２をさらに含む。
【００２０】
　例えば、図１（ｃ）に示される第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層
ユニット２１２の製造方法としては、先ず画素アレイ１００のカソード発光側に一層の第
１ユニット層２４１を形成し、次に第２光取り出し層ユニット２１２に対応する領域に第
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２ユニット層２４２を形成し、更に同一のサブ画素に異なる厚さの第１光取り出し層ユニ
ット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２を被覆することを実現するようであって
もよい。それにより、第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２
１２の厚さをより高精度に制御し、且つ第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り
出し層ユニット２１２の製造難度をさらに低下させることができる。
【００２１】
　例えば、本実施例に示される第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユ
ニット２１２はファインメタルマスク（Ｆｉｎｅ　Ｍｅｔａｌ　Ｍａｓｋ）によって形成
される。例えば、本実施例に示される第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出
し層ユニット２１２は例えば８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（Ａｌｑ３）等の有機
材料で製造されてもよく、例えば二酸化チタン（ＴｉＯ２）、酸化マグネシウム（ＭｇＯ
）、フッ化マグネシウム（ＭｇＦ２）、二酸化ケイ素（ＳｉＯ２）等の無機材料で製造さ
れてもよく、又は他の適切な材料で製造されてもよく、形成される光取り出し層ユニット
は光を取り出すことができ、それで、デバイスの輝度視野角特性及び／又は色度視野角特
性を改善することができる。
【００２２】
　以下、図２（ａ）のシミュレーション結果を参照して、屈折率が異なる光取り出し層ユ
ニットが有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う輝度の変化特性に対す
る影響、及び少なくとも２つの屈折率が異なる光取り出し層ユニットの設置による図１（
ａ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の輝度視野角特性の向上の原
理を説明する。
【００２３】
　図２（ａ）に示されるランベルト図は、光取り出し層ユニット（図でｃｐｌにより示さ
れる）の屈折率が有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う赤色発光輝度
の変化特性に対する影響を示し、ここで、光取り出し層の厚さが５５ｎｍ（すなわち、５
５ナノメートル）である。図２（ａ）に示すように、光取り出し層ユニットの屈折率が小
さい（例えば、ｎ＝１．４）場合、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の零視野角
（すなわち正面）時の輝度は比較的に強く、視野角が大きくなると、輝度は迅速に低下し
、大視野角での輝度は比較的に弱く、光取り出し層ユニットの屈折率が大きい（例えば、
ｎ＝２）場合、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の零視野角（すなわち正面）時
の輝度は比較的に弱く、視野角が大きくなると、輝度はゆっくりと低下し、大視野角での
輝度は比較的に強い。
【００２４】
　有機エレクトロルミネッセンス素子１５０に屈折率が異なる２つの光取り出しユニット
を被覆する場合、２つの光取り出しユニットが同一の有機エレクトロルミネッセンス素子
１５０に設置されるので、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の有効発光輝度は、
（第１ユニット層のみを設置した時の発光輝度×第１光取り出し層ユニット２１１の幅＋
第２ユニット層のみを設置した発光輝度×第２光取り出し層ユニット２１１の幅）／（第
１光取り出し層ユニット２１１の幅＋第２光取り出し層ユニット２１２の幅）である。例
えば、第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２の幅が同じ
である場合、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の有効発光輝度は上記２つの発光
輝度の和の半分である。従って、同一の有機エレクトロルミネッセンス素子１５０に、小
視野角で輝度が高く、大視野角で輝度が低い１つの光取り出しユニットと小視野角で輝度
が低く、大視野角で輝度が高い１つの光取り出しユニットを設置する場合、有機エレクト
ロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う輝度の変化が遅くなり、それにより有機エレ
クトロルミネッセンス素子１５０の輝度視野角特性を改善することができ、更に図１（ａ
）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の輝度視野角特性を改善するこ
とができる。
【００２５】
　以下、表１のシミュレーション結果を参照して、屈折率が異なる光取り出し層ユニット



(9) JP 2019-537188 A 2019.12.19

10

20

30

40

50

が有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う赤色発光色座標の変化特性に
対する影響、及び屈折率が異なる少なくとも２つの光取り出し層ユニットの設置による図
１（ａ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の色度視野角特性の改善
の原理を説明する。
【００２６】
　表１は、屈折率が異なる光取り出し層ユニットが有機エレクトロルミネッセンス素子１
５０の視野角に伴う色座標の変化特性に対する影響を示し、ＣＩＥｘ及びＣＩＥｙは有機
エレクトロルミネッセンス素子１５０の発光色座標を示し、Δｕ’Δｖ’は有機エレクト
ロルミネッセンス素子１５０の零視野角に対する色ずれを示す。
【００２７】
【表１】

【００２８】
　表１に示すように、１つのみの光取り出し層ユニットを有機エレクトロルミネッセンス
素子１５０に被覆する場合、大視野角（例えば、６０°）での色ずれはいずれも比較的に
大きく、屈折率がそれぞれ１．４及び２の２つの光取り出し層ユニットを同一の有機エレ
クトロルミネッセンス素子１５０に被覆する場合、大視野角での色ずれは比較的に小さい
。従って、同一の有機エレクトロルミネッセンス素子１５０に２つの屈折率が異なる光取
り出し層ユニットを設置することによって、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の
色度視野角特性の改善を実現することができ、更に図１（ａ）に示された有機エレクトロ
ルミネッセンス表示基板１０の色度視野角特性を改善することができる。
【００２９】
　以下、図２（ｂ）のシミュレーション結果を参照して、厚さが異なる光取り出し層ユニ
ットが有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う輝度の変化特性に対する
影響、及び厚さが異なる少なくとも２つの光取り出し層ユニットの設置による図１（ｂ）
及び図１（ｃ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の輝度視野角特性
の向上の原理を説明する。
【００３０】
　図２（ｂ）に示されるランベルト図は、光取り出し層ユニット（図でｃｐｌにより示さ
れる）の厚さが有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う緑色発光輝度の
変化特性に対する影響を示し、ここで、光取り出し層の屈折率が１．８である。図２（ｂ
）に示すように、光取り出し層ユニットの厚さが４５ナノメートルである場合、有機エレ
クトロルミネッセンス素子１５０の大視野角での輝度は比較的に弱く、光取り出し層ユニ
ットの厚さが６５ナノメートルである場合、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の
大視野角での輝度は比較的に強い。従って、同一の有機エレクトロルミネッセンス素子１
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５０に厚さが異なる２つの光取り出し層ユニットを設置することによって、有機エレクト
ロルミネッセンス素子１５０の輝度視野角特性の向上を実現することができ、更に図１（
ｂ）及び図１（ｃ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の輝度視野角
特性を改善することができる。
【００３１】
　以下、表２のシミュレーション結果を参照して、厚さが異なる光取り出し層ユニットが
有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の視野角に伴う緑色発光色座標の変化特性に対
する影響、及び厚さが異なる少なくとも２つの光取り出し層ユニットの設置による図１（
ｂ）及び図１（ｃ）に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の色度視野角
特性の改善の原理を説明する。
【００３２】
　表２は、厚さが異なる光取り出し層ユニットが有機エレクトロルミネッセンス素子１５
０の視野角に伴う色座標の変化特性に対する影響を示す。
【００３３】

【表２】

【００３４】
　表２に示すように、１つのみの光取り出し層ユニットを有機エレクトロルミネッセンス
素子１５０に被覆する場合、大視野角での色ずれはいずれも比較的に大きく、厚さがそれ
ぞれ４５及び６０ナノメートルの２つの光取り出し層ユニットを同一の有機エレクトロル
ミネッセンス素子１５０に被覆する場合、大視野角での色ずれは比較的に小さい。従って
、同一の有機エレクトロルミネッセンス素子１５０に厚さが異なる２つの光取り出し層ユ
ニットを設置することによって、有機エレクトロルミネッセンス素子１５０の色度視野角
特性の改善を実現することができ、更に図１（ｂ）及び図１（ｃ）に示された有機エレク
トロルミネッセンス表示基板１０の色度視野角特性を改善することができる。
【００３５】
　例えば、該有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０は、第２色光を発光する第２サ
ブ画素１３０と第３色光を発光する第３サブ画素１４０とをさらに含み、各第２サブ画素
１３０及び各第３サブ画素１４０は有機エレクトロルミネッセンス素子１５０を含む。
【００３６】
　例えば、図３は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の
さらに別の構造の断面模式図である。図３に示すように、該有機エレクトロルミネッセン
ス表示基板１０と図１に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相違点
は、第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２が第１サブ画
素１２０のカソード発光側に被覆されるだけでなく、それぞれ隣接する第２サブ画素１３
０及び隣接する第３サブ画素１４０のカソード発光側に少なくとも部分的に被覆されるこ
とである。第１サブ画素１２０のカソード発光側に屈折率又は厚さが異なる第１光取り出
し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２が被覆されるので、有機エレク
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トロルミネッセンス表示基板１０の第１色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を向
上させることができる。第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット
２１２の幅が増加するので、光取り出し層２００の製造難度を低下させることができる。
【００３７】
　例えば、図４は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の
さらに別の構造の断面模式図である。図４に示すように、該有機エレクトロルミネッセン
ス表示基板１０と図１に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相違点
は、光取り出し層２００が並列設置された複数の第３光取り出し層ユニット２２１及び複
数の第４光取り出し層ユニット２２２をさらに含むことである。第３光取り出し層ユニッ
ト２２１及び第４光取り出し層ユニット２２２の光学特性は互いに異なり、例えば第３光
取り出し層ユニット２２１及び第４光取り出し層ユニット２２２は異なる屈折率又は厚さ
を有する。各第２サブ画素１３０のカソード発光側は１つの第３光取り出し層ユニット２
２１及び１つの第４光取り出し層ユニット２２２により被覆される。第２サブ画素１３０
のカソード発光側に１つの第３光取り出し層ユニット２２１及び１つの第４光取り出し層
ユニット２２２が被覆されるので、有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の第２色
光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を改善することもできる。
【００３８】
　例えば、図４に示すように、該有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０は、並列設
置された複数の第５光取り出し層ユニット２３１及び複数の第６光取り出し層ユニット２
３２を含んでもよい。第５光取り出し層ユニット２３１及び第６光取り出し層ユニット２
３２の光学特性は互いに異なり、例えば第５光取り出し層ユニット２３１及び第６光取り
出し層ユニット２３２は異なる屈折率又は厚さを有する。各第３サブ画素１４０のカソー
ド発光側は１つの第５光取り出し層ユニット２３１及び１つの第６光取り出し層ユニット
２３２により被覆される。第３サブ画素１４０のカソード発光側に１つの第５光取り出し
層ユニット２３１及び１つの第６光取り出し層ユニット２３２が被覆されるので、有機エ
レクトロルミネッセンス表示基板１０の第３色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性
を改善することもできる。
【００３９】
　図４に示された光取り出し層２００は第１サブ画素１２０、第２サブ画素１３０及び第
３サブ画素１４０のそれぞれに対して光学特性が異なる２つの光取り出しユニットを設置
することができ、それにより、第１色光、第２色光及び第３色光の輝度視野角及び／又は
色度視野角特性をさらに向上させることができる。
【００４０】
　例えば、該有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０のプロセス複雑度を低下させる
ために、図４に示された第１光取り出し層ユニット、第３光取り出し層ユニット及び第５
光取り出し層ユニットの厚さ及び屈折率を同じように設定することができ、また例えば、
図４に示された第２光取り出し層ユニット、第４光取り出し層ユニット及び第６光取り出
し層ユニットの厚さ及び屈折率を同じように設定することもできる。
【００４１】
　例えば、第１色光、第２色光及び第３色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を最
大限に向上させるために、図４に示された第１光取り出し層ユニット、第３光取り出し層
ユニット及び第５光取り出し層ユニットの厚さ又は／及び屈折率を異なるように設定する
ことができ、第２光取り出し層ユニット、第４光取り出し層ユニット及び第６光取り出し
層ユニットの厚さ又は／及び屈折率を異なるように設定することもできる。
【００４２】
　例えば、図５は本開示の一実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の
さらに別の構造の断面模式図である。図５に示すように、該有機エレクトロルミネッセン
ス表示基板１０と図１に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相違点
は、図５に示される有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０が第２色光を発光する第
２サブ画素１３０及び第３色光を発光する第３サブ画素１４０をさらに含み、各第２サブ
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画素１３０及び各第３サブ画素１４０が有機エレクトロルミネッセンス素子１５０を含む
ことである。各第２サブ画素１３０は１つの第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光
取り出し層ユニット２１２により被覆され、各第３サブ画素１４０は１つの第１光取り出
し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２により被覆され、第１サブ画素
１２０、第２サブ画素１３０及び第３サブ画素１４０のうちいずれか２つの隣接するサブ
画素のカソード発光側の少なくとも一部は同一の第１光取り出し層ユニット２１１又は同
一の第２光取り出し層ユニット２１２により被覆され、それにより第１サブ画素１２０、
第２サブ画素１３０及び第３サブ画素１４０のそれぞれは光学特性が異なる少なくとも２
つの光取り出し層により被覆される。
【００４３】
　例えば、図５に示される有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０において、図５の
左側の２つの隣接する第１サブ画素１２０及び第２サブ画素１３０は同一の第１光取り出
し層ユニット２１１により被覆され、図５の右側の２つの隣接する第１サブ画素１２０及
び第２サブ画素１３０は同一の第２光取り出し層ユニット２１２により被覆され、図５の
左側の２つの隣接する第１サブ画素１２０及び第３サブ画素１４０は同一の第２光取り出
し層ユニット２１２により被覆され、図５の右側の２つの隣接する第１サブ画素１２０及
び第３サブ画素１４０は同一の第１光取り出し層ユニット２１１により被覆される。第１
サブ画素１２０、第２サブ画素１３０及び第３サブ画素１４０のそれぞれに光学特性が異
なる２つの光取り出しユニットが設置されるので、有機エレクトロルミネッセンス表示基
板１０の第１色光、第２色光及び第３色光のそれぞれの輝度視野角及び／又は色度視野角
特性を改善することができる。２つごとのサブ画素が１つの光取り出しユニットを共用す
るため、光取り出しユニットの幅が増加して、光取り出し層２００の製造難度を低下させ
ることができる。
【００４４】
　例えば、図５に示される光取り出し層は２つの光取り出し層ユニット（第１光取り出し
層ユニット及び第２光取り出し層ユニット）が設置されることに制限されず、光学特性が
互いに異なるより多くの光取り出しユニットが設置されてもよい。例えば、３つの光取り
出し層ユニット（第１光取り出し層ユニット、第２光取り出し層ユニット及び第７光取り
出し層ユニット）が設置されてもよく、このとき、２つの隣接する第１サブ画素及び第２
サブ画素は同一の第１光取り出し層ユニットにより被覆され、２つの隣接する第１サブ画
素及び第３サブ画素は同一の第２光取り出し層ユニットにより被覆され、２つの隣接する
第３サブ画素及び第２サブ画素は同一の第７光取り出し層ユニットにより被覆される（図
５に未図示）。従って、本願は光取り出し層ユニットの数を限定しない。
【００４５】
　例えば、図６は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板１
０の一構造の断面模式図である。図６に示すように、該有機エレクトロルミネッセンス表
示基板１０は画素アレイ１００及び光取り出し層２００を含む。画素アレイ１００はアレ
イ状に配列した複数の画素１１０を含み、各画素１１０は第１色光を発光する第１サブ画
素１２０を含み、各第１サブ画素１２０は有機エレクトロルミネッセンス素子１５０を含
み、該有機エレクトロルミネッセンス素子１５０はトップエミッション型有機エレクトロ
ルミネッセンス素子又は両面発光型有機エレクトロルミネッセンス素子であってもよい。
画素アレイ１００に被覆される光取り出し層２００は、並列設置された、複数の第１光取
り出し層ユニット２１１及び複数の第２光取り出し層ユニット２１２を含み、第１光取り
出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２は異なる屈折率又は厚さを有
する。隣接する２つの第１サブ画素１２０のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの
第１光取り出し層ユニット２１１及び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニット２１２
により被覆される。
【００４６】
　以下、図７を参照して、図６に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の
輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の改善原理を説明する。点Ｏは目の瞳孔中心を
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示し、θは人間の目が識別できる両点の瞳孔中心に対する最小開角（約１´）を示し、Ｄ
は人間の目とディスプレイスクリーンとの距離（携帯電話の作動距離が通常２５ｃｍであ
る）を示し、Ｌは人間の目の最小分解能距離（通常０．１ｍｍより大きい）を示す。解像
度がＱＨＤである携帯電話は、２つの隣接する同じ色のサブ画素間の距離が０．０４ｍｍ
より小さい（緑色が約０．０２ｍｍである）。従って、人間の目は解像度がＱＨＤ（フル
ＨＤ１９２０＊１０８０解像度の四分の一）の携帯電話の２つの隣接する同じ色のサブ画
素を区別できず、同一の発光点により発光された光であると思われる。そのため、図６に
示される有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０は、同一の発光点に光学特性が異な
る２つの第１光取り出し層ユニット２１１と第２光取り出し層ユニット２１２を設置する
ことに相当し、それにより、第１色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性の改善を実
現することができる。
【００４７】
　例えば、実際の応用需要に応じて、光取り出し層２００は、隣接する２つの第１サブ画
素１２０のうちの一方のカソード発光側が１つの第１光取り出し層ユニット２１１により
被覆され、他方のカソード発光側が１つの第２光取り出し層ユニット２１２により被覆さ
れるように設置されてもよい。この場合も、同一の発光点に光学特性が異なる２つの第１
光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２を設置することに相当
し、それにより、第１色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性をある程度改善するこ
ともできる。
【００４８】
　例えば、該有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０は、第２色光を発光する第２サ
ブ画素１３０及び第３色光を発光する第３サブ画素１４０をさらに含み、各第２サブ画素
１３０及び各第３サブ画素１４０は有機エレクトロルミネッセンス素子１５０を含む。
【００４９】
　例えば、図８は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板１
０の別の構造の断面模式図である。図８に示すように、該有機エレクトロルミネッセンス
表示基板１０と図６に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相違点は
、第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２が第１サブ画素
１２０のカソード発光側に被覆されるだけでなく、第２サブ画素１３０及び第３サブ画素
１４０のカソード発光側に少なくとも部分的に被覆されることである。２つの隣接する第
１サブ画素１２０のカソード発光側に屈折率又は厚さが異なる第１光取り出し層ユニット
２１１と第２光取り出し層ユニット２１２が被覆されるので、有機エレクトロルミネッセ
ンス表示基板１０の第１色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を改善することがで
きる。第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２の幅が増加
するので、光取り出し層２００の製造難度を低下させる。
【００５０】
　例えば、図９は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板１
０のさらに別の構造の断面模式図である。図９に示すように、該有機エレクトロルミネッ
センス表示基板１０と図６に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０との相
違点は、光取り出し層２００が並列設置された複数の第３光取り出し層ユニット２２１と
複数の第４光取り出し層ユニット２２２をさらに含むことである。第３光取り出し層ユニ
ット２２１と第４光取り出し層ユニット２２２の光学特性は互いに異なり、例えば第３光
取り出し層ユニット２２１及び第４光取り出し層ユニット２２２は異なる屈折率又は厚さ
を有する。隣接する２つの第２サブ画素１３０のカソード発光側はそれぞれ１つの第３光
取り出し層ユニット２２１及び１つの第４光取り出し層ユニット２２２により被覆される
。それにより、有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の第２色光の輝度視野角及び
／又は色度視野角特性を改善することができる。
【００５１】
　例えば、図９に示すように、該有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０は、並列設
置された複数の第５光取り出し層ユニット２３１及び複数の第６光取り出し層ユニット２
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３２をさらに含んでもよい。第５光取り出し層ユニット２３１及び第６光取り出し層ユニ
ット２３２の光学特性は互いに異なり、例えば第５光取り出し層ユニット２３１及び第６
光取り出し層ユニット２３２は異なる屈折率又は厚さを有する。隣接する２つの第３サブ
画素１４０のカソード発光側はそれぞれ１つの第５光取り出し層ユニット２３１及び１つ
の第６光取り出し層ユニット２３２により被覆される。それにより、有機エレクトロルミ
ネッセンス表示基板１０の第３色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を改善するこ
とができる。
【００５２】
　例えば、図９に示された光取り出し層２００は隣接する２つの第１サブ画素１２０、隣
接する２つの第２サブ画素１３０及び隣接する２つの第３サブ画素１４０のそれぞれに対
して光学特性が異なる２つの光取り出しユニットを設置することができ、それにより、第
１色光、第２色光及び第３色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を最大限に向上さ
せることができる。
【００５３】
　例えば、図１０は本開示の一実施例に係る別の有機エレクトロルミネッセンス表示基板
１０のさらに別の構造の断面模式図である。図１０に示すように、該有機エレクトロルミ
ネッセンス表示基板１０と図６に示された有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０と
の相違点は、第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２が第
１サブ画素１２０のカソード発光側に被覆されるだけでなく、第２サブ画素１３０及び第
３サブ画素１４０のカソード発光側に被覆されることであり、つまり第１光取り出し層ユ
ニット２１１は１つの画素１１０（例えば、図１０の左側の画素）に被覆され、第２光取
り出し層ユニット２１２は第１光取り出しユニットと隣接する１つの画素１１０（例えば
、図１０の右側の画素）に被覆される。隣接する２つの第１サブ画素１２０、隣接する２
つの第２サブ画素１３０及び隣接する２つの第３サブ画素１４０のカソード発光側のそれ
ぞれに屈折率又は厚さが異なる第１光取り出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユ
ニット２１２が被覆されるので、有機エレクトロルミネッセンス表示基板１０の第１色光
、第２色光及び第３色光の輝度視野角及び／又は色度視野角特性を改善する。第１光取り
出し層ユニット２１１及び第２光取り出し層ユニット２１２の幅が更に増加するので、光
取り出し層２００の製造難度を更に低下させる。
【００５４】
　例えば、本開示の別の実施例は、本開示のいずれかの実施例に係る有機エレクトロルミ
ネッセンス表示基板１０を含む表示パネルを提供する。例えば、本開示の別の実施例はさ
らに表示装置を提供し、図１１は本開示の別の実施例に係る表示装置２０の模式図であり
、該表示装置２０は、本開示のいずれかの実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表
示基板１０、又は上記表示パネルを含む。なお、ガラスカバープレート等の表示パネルの
他の構成部分、及び表示装置２０の他の構成部分はいずれも当業者が理解できるものであ
り、ここで繰り返し説明せず、本発明を制限するものではない。光学特性が互いに異なる
少なくとも２つの光取り出しユニットを設置することによって、有機エレクトロルミネッ
センス表示基板、及び該有機エレクトロルミネッセンス表示基板を含む表示パネルと表示
装置の輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の改善を実現する。
【００５５】
　例えば、同一の発明構想に基づき、本開示の実施例はさらに有機エレクトロルミネッセ
ンス表示基板の製造方法を提供する。該有機エレクトロルミネッセンス表示基板の製造方
法は、画素アレイの形成及び光取り出し層の形成を含む。画素アレイはアレイ状に配列し
た複数の画素を含み、各画素は第１色光を発光する第１サブ画素を含み、各第１サブ画素
は有機エレクトロルミネッセンス素子を含む。画素アレイに被覆される光取り出し層は、
例えば並列設置された、複数の第１光取り出し層ユニット及び複数の第２光取り出し層ユ
ニットを少なくとも含み、第１光取り出し層ユニット及び第２光取り出し層ユニットは光
学特性が互いに異なる。隣接する２つの前記第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも
１つの前記第１光取り出し層ユニット及び少なくとも１つの前記第２光取り出し層ユニッ
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トにより被覆され、例えば、各第１サブ画素のカソード発光側は少なくとも１つの第１光
取り出し層ユニット及び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニットにより被覆され、又
は隣接する２つの第１サブ画素のカソード発光側はそれぞれ少なくとも１つの第１光取り
出し層ユニット及び少なくとも１つの第２光取り出し層ユニットにより被覆される。
【００５６】
　例えば、図１２は本開示のさらに別の実施例に係る有機エレクトロルミネッセンス表示
基板を製造するための製造方法のフローチャートである。図１２に示すように、該製造方
法は、画素アレイを形成するステップＳ１０と、光取り出し層を形成するステップＳ２０
とを含んでもよい。
【００５７】
　画素アレイ及び光取り出し層の設置形態は前述した有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の実施例を参照でき、ここで繰り返し説明しない。各第１サブ画素のカソード発光側
又は隣接する２つの第１サブ画素のカソード発光側に光学特性が互いに異なる少なくとも
２つの光取り出しユニットを形成することによって、有機エレクトロルミネッセンス表示
基板の輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の改善を実現する。
【００５８】
　本開示の実施例は有機エレクトロルミネッセンス表示基板、表示装置及び有機エレクト
ロルミネッセンス表示基板の製造方法を提供し、該有機エレクトロルミネッセンス表示基
板は、光学特性が互いに異なる少なくとも２つの光取り出しユニットを設置することによ
って、デバイスの輝度視野角特性及び／又は色度視野角特性の改善を実現する。
【００５９】
　以上では一般的な説明及び実施形態によって、本開示を詳しく説明したが、本開示の実
施例に基づき、いくつかの修正や改良を行うことができ、これは当業者にとって明らかで
ある。従って、本開示の精神を逸脱せずに行った修正や改良は、いずれも本開示の保護範
囲に属する。本願は２０１６年１２月０１日に出願した中国特許出願第２０１６１１０９
１４４７．Ｘ号の優先権を主張し、ここで、上記中国特許出願の全内容を援用して本願の
一部として組み込む。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　有機エレクトロルミネッセンス表示基板
　１００　画素アレイ
　１１０　画素
　１２０　第１サブ画素
　１３０　第２サブ画素
　１４０　第３サブ画素
　１５０　有機エレクトロルミネッセンス素子
　２００　光取り出し層
　２１１　第１光取り出し層ユニット
　２１２　第２光取り出し層ユニット
　２２１　第３光取り出し層ユニット
　２２２　第４光取り出し層ユニット
　２３１　第５光取り出し層ユニット
　２３２　第６光取り出し層ユニット
　２４１　第１ユニット層
　２４２　第２ユニット層
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